















































Investigation on the Educational Evaluation Instrument for the
Elementary School Foreign Language Activity
Nana KAWAI*, Hiroyuki OKAZAKI
Abstract
The main purpose of this study is to construct a conceptual model, which explains the "student self-evaluation
card" employed in the "Foreign Language Activity" in elementary schools in Japan. The data collection instru-
ment used in this study was an interview of four public elementary school homeroom teachers. Analysis was car-
ried out by Structure-Construction Qualitative Research Method (SCQRM) developed by Saijo (2007, 2008). From
the results of this study, four elementary school teachers have almost similar perceptions about the self-
evaluation card, and three categories about the use of card are generated; roles of the self-evaluation card, effec-
tive use of the card, and effectiveness of the card. The self-evaluation card may be helpful in encouraging


































































A 女性 17年 5年（12年） 12年
B 男性 16年 8年 8年
C 女性 28年 5年 5年
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して選んでいけばよいとする「関心相関的選択」
（西條，2007）という考えに基づく。今回は，振り
返りカードを教師がどのような目的で役立てている
のか，という「関心」に基づきインタビューを行っ
た。
分析方法と手順は以下の通りである（西條，2007）。
1.インタビューの録音データを文字起こしし，テ
クストを作成する。
2.質問に対する回答を，テーマが類似している文
に区切り，具体例とする。
3.同じ内容の具体例をまとめ，概念名を付けて定
義付けをする。
4.概念名とその定義，具体例，対極例や分析の視
点を書き留める理論的メモを分析ワークシートに
まとめる（表2）。
5.いくつかの概念を包括するカテゴリーを作る。
6.概念とカテゴリーの関係を示しながら理論化を
行い，モデルを作る。
3．結果と考察
インタビューの結果から，「振り返りカードの＜役
割＞」「振り返りカード＜作成上の工夫＞」「振り返
りカードの＜効用＞」という3つのカテゴリーが
抽出された。図1はそれぞれのカテゴリー名とそ
の基になっている概念名を示し，カテゴリー間の影
響関係を表している。まず，それぞれのカテゴリー
について，どのような概念が含まれるか，その定義
と考察を踏まえて説明していく。
3-1．振り返りカードの＜役割＞
このカテゴリーは，①目標達成状況の把握， ②
単元の目標，③通知表の所見，の3つの概念から
なる。定義は，「振り返りカードがどのような役割
を果たしているかについての教師の考え」である。
3-1-1．目標達成状況の把握
この概念の定義は，「子どもたちが1時間の授業
の中で，ねらいや目標をどの程度達成することがで
きたのか，子どもたち一人ひとりの学習状況を教師
が把握をすること」である。
A教師は，「子どもたちがその時間のめあてを達
成しているかどうかを調べるため，子どもたちがね
らいを達成しているかを見る材料になっている」と
いうように，子どもたちがその時間の目標を達成し
ていたかどうかを確認するためにカードを利用して
いることが分かる。
一方，B教師は，「子どもが楽しんだのかどうな
のか，難しいと感じたのかどうなのか，今日の教材
や活動が，子どもたちにとってどの程度のハードル
（難易度）だったのかなということは見ればさっと
把握できる」というように，子どもたちにとっての
授業の難易度を知るために，振り返りカードを用い
ている。
以上のことから，子どもたちの書いた振り返りカー
ドの内容をもとに，目標の達成状況や子どもにとっ
ての授業の難易度を，教師は把握しようとしている。
子どもの理解やめあての達成が十分ではないと判断
した場合には，既習事項をしっかりと練習できる時
間を設けたり，活動のレベルや内容を調整したりし
て，次の時間の授業作りに生かそうとしていること
が考えられる。D教師の「お互いの次へのステップ，
次へつなげるための振り返りにしています」という
回答からも分かるように，振り返りカードを使い，
子どもたちの学習状況を把握することが子どもたち
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図1．外国語活動における振り返りカード使用モデル
のためでもあり教師の授業改善にも結び付くことに
なる。
3-1-2．単元の目標
この概念の定義は，「各単元のめあてを明らかに
し，教師と児童の両方が授業の流れに見通しを持て
るようにすること」である。
A教師は，「時間ごとのめあてをちゃんと持たせ
たかった。バックワードデザインって言うんですけ
ど，ゴールに向けて，（中略）前の時間はどんなめ
あてを持てばいいのか，じゃあこの4時間目のこ
の友だちに目的（地）を案内するためには，3時間
目に何ができなければならないのか，それをねらっ
たカードにしたんです」というように，単元の最終
的なゴールを明らかにすることで，1時間ごとの目
標を決め，授業ごとに黒板に提示し，振り返りを行っ
ている。それが結果として，学習の見通しにつながっ
ているのだと考えられる。C教師は，「1時間目は
聞く活動が多いんですけど，だんだんと少し言葉を
発するようになる2時間目，そしてそれがセンテ
ンスに近づいていく3時間目，ここに最終タスク
があるんだけれど，だいたい自分でこうなっていくっ
ていうのが分かるっていうこと。こどもの中に，そ
の1時間どういうことをするんだろうっていう流
れが見えるというのは，他の教科でも授業の流れを
提示してやって，目安を持って1時間に取り組む
ということ」というように，その時間の活動内容に
合っためあてと最終のめあてを，振り返りカードに
書かせることによって，子どもたち自身がめあてに
向かって活動に取り組むことができる工夫を行って
いる。また，D教師も「この単元ではこれを勉強す
るから，このゲームはこれをマスターするためだな，
とかいうふうに子どもたちは考えてやるようになっ
ています」と語っているように，その単元で子ども
たちが学習する内容を伝えることで，ゲームなどの
アクティビティをする意義を考えながら取り組むこ
とができるようにしている。
一方，B教師は「理想としては単元によって振り
返らせたい観点が違ったりしてくるので，できれば
1枚に一つの単元で，1時間目だったらこういうめ
あてで活動する，2時間目はこういうめあて…そう
いったものを単元全体の活動が分かるような振り返
りシートを作り，観点も（中略）時間によって分け
て，そういったシートがあれば，子どもはそれを見
ることで活動の流れの見通しが持てるし，そういっ
たのができればいいのかな，実践はしていないけど
ぜひやっていきたいこと」と語っている。実際にB
教師の使っている振り返りカードを見てみると，時
間ごとの「学習テーマ」，つまりめあてを書く欄が
設けられており，1時間の学習の見通しは立てられ
るようになっている。しかし，1単元を通して1枚
のカードにすることで，その単元が終わったときの
子どもたちの姿がイメージしやすくなると考えてお
り，これからの課題であると語っている。
以上のことから，振り返りカードを使って，その
時間のめあてや単元全体のめあてを明確にし，子ど
もたちが授業の流れの見通しを持って取り組めるよ
うにすることが，子どもの意欲を引き出し，教師の
ねらいに近づけるために大切であるという考えが，
4人の教師に共通していることが分かる。
3-1-3．通知表の所見
この概念の定義は，「子どもたちが書いた振り返
りシートの内容を，通知表の所見を書く材料に活用
すること」である。
「成績には使っています。その時その時に評価で
きないことがほとんどなので，それはすごく役に立
ちますね（A）」，「何よりも必要感があったのは，
自分たちは通信簿に所見を書かなければいけないの
で，そのための資料（B）」というように，通知表
の所見に書く材料として振り返りカードが必要であ
る，ということがA教師とB教師の回答から分かっ
た。
外国語活動の評価については，2011年の中央教
育審議会の答申にもあったように，「教科のような
数値による評価にはなじまないものと考えられ」て
おり，子どもたちの行動や学習状況を教師は評価し，
記述しなければならない。しかし，毎時間子どもた
ち一人ひとりの行動を記録していくことは難しい。
このことから，子どもたちの自己評価が，教師が通
知表の所見を書く際に有効な材料となり，「振り返
りカード」という形で子どもたちの活動の記録を残
しておくことが必要であることが分かる。しかしな
がら，評価方法を振り返りカードによる子どもたち
の自己評価に限定するのではなく，活動の中で子ど
もたちの様子を観察したり，ワークシートを使った
りするなど，「多様な方法を用いて継続的・総合的
に評価をすること」が望ましい（樋口他，2010）。
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3-2．振り返りカード＜作成上の工夫＞
このカテゴリーは，①観点に示される指導方針，
②児童へのフィードバック，③他の児童の長所への
気づき，という3つの概念からなる。定義は，「実
際に使用している振り返りカードについて，よりよ
い振り返りができるようにする教師の配慮と工夫」
である。
3-2-1．観点に示される指導方針
この概念の定義は，「教師の設定している観点に
外国語活動を通してどのような児童を育てたいのか
に関する教師の教育方針が表れている」ことである。
全体的な観点について，A教師からは，「進んで，
関心・意欲，慣れ親しみですよね，そして気づき，
この3つから振り返りをしています（A）」という
回答が得られた。それぞれの詳しい内容は次のとお
りである。「進んで…BEST（Big（clear）voice/ges-
ture,Eyecontact,Smile,Try）みたいな自分から
進んで英語を話そうとしていたかという意欲的な面
（A）」は，「意欲・態度」に含まれる。「自分が実際
に英語で話したり，友だちに尋ねたりできたか（A）」
は，「表現」に関する内容であろう。「日本語や英語，
文化の違い，日本と外国の文化の違いや共通点，あ
と友だちの良さみたいなところにも気づけたか（A）」
の言語面・文化面・友だちの良さに関することは
「気づき」という観点に含まれる。
同じようにB教師も，「意欲・態度」に関して，
「楽しく活動できたか，外国語へのもっと知りたい
というさらなる意欲が持てるかどうか（B）」と語っ
ている。「自分なりに伝えることができたか（B）」
というように，外国語を使って友だちと話すことは
「表現」の観点に分類できる。これらの3つの観点
に加えて，B教師は「内容がそれなりにわかったか
（B）」と語っており，授業の「内容」についての観
点も，めあて欄を見ると含まれている（図2）。以
上のA教師とB教師のインタビューから，「意欲・
態度」「表現」「気づき」「内容」という4つの観点
を中心に振り返りカードを作成していることが分かっ
た。
さらに，C教師は，「5つのポイント（Faceto
face:相手の顔を見る，Listening:相手の目，表情，
動作を見ながら聞く，Clearvoice:相手に伝わる
ような声の大きさで話す，Reaction:うなずいたり，
相手の言葉を繰り返したりする，Activeness:大き
な動作を付けて伝える）でやっているんです（C）」
という子どもたちの行動面における観点も具体的に
設定し，子どもたちに提示している（図3）。
評価の観点については，平成22年5月の初等中
等教育局長通知「小学校，中学校，高等学校及び特
別支援学校等における児童生徒の学習評価及び学習
指導要録の改善等について」（以降，「通知」と呼
ぶ。）において例示された外国語活動の評価の観点
を参考に，学習指導要領に示された外国語活動の目
標を踏まえることが大切である，ということが評価
方法等の参考資料（国立教育政策研究所，2011年）
に書かれているが，A教師とB教師の考えている
評価の観点が，通知の示す観点とほぼ一致している
ことが分かる。通知には，3つの評価の観点とその
趣旨が明記されている（表3）。
また，1つの単元や1時間の活動ごとに，振り返
りの観点を設定している教師もいた。B教師は，
「例えば単元の初めの方だと，まずよく聞くことと
か，2つ項目ぐらい自分の方で提示することが多い
小学校外国語活動における振り返りカードを用いた評価方法に関する研究
―247―
図2.振り返りカード例
んですけど，コミュニケーション活動メインでやる
ときだったら，しっかり伝わる声とかeyetome
とか，単元によって振り返らせたい観点が違ったり
してくる。」というように，単元の内容に合わせた
めあてと観点を教師が選んで黒板で提示し，子ども
たちがどんなことに気をつけて活動をすれば良いの
かを明確にしている。
C教師は，「最初に私が言うんですね，今日は聞
くことが多いよって，（中略）今日なんかだったら2
時間目の単元だったから割りとみんな，必ず顔を見
るとか，1とか2あたりをするのが多くて，だんだ
ん，要はその順（図3の振り返りカードにおける
①～⑤の観点の番号順）になっていくっていう感じ
になって」というように，その時間の注意させたい
行動面における観点を子どもたちに選ばせている。
C教師のように，子どもたちにその時間の振り返り
の観点を選ばせるという活動を取り入れることは，
「自己決定能力，自己行動力を培うことにつながる」
（樋口他，2010）と考えられる。また，それを「励
まし支援」することによって，「学習者の自律」に
つながるのである（樋口他，2010）。
3-2-2．児童へのフィードバック
この概念の定義は，「子どもたちの書いた振り返
りコメントに対する教師のフィードバック」である。
教師が子どもたちの書いた振り返りカードの内容を
チェックするポイントとして，A教師は，「例えば
1時間目では，新しい単語がいっぱい出てきたりす
るときに，そういう（新しく学習した）言葉につい
て子どもたちが慣れ親しんでいたのかなとか，難し
いと書いてないかなとか，大きな声で進んで言おう
としていたのかな，みたいなところをチェックしま
す。」というように，子どもたちの自己評価から，
新しく出てくる表現などへの慣れ親しみや，英語を
話そうとする態度，活動の難易度などを確認してい
ることが分かり，子どもたちの振り返りを踏まえた
教師の授業改善にもつながる。
また，D教師はフィードバックを与える上で気を
つけていることを次のように語っている。「絶対に
否定はしない。いいことだけ，頑張ったことだけ，
アドバイスなんかを必ず書くようにしています。」
というように，振り返りカードの自由記述欄に書か
れた子どもたちのコメントに対して，必ず肯定的で
前向きなフィードバックをするように心がけている。
子どもたちの学習意欲を高めるためには，子どもた
ちが1時間の活動の中でできたこと，頑張ったこと
を取り上げ，励ましのある評価，やる気が起こる評
価，次に繋がるプラス評価を心がけ，具体的にどの
ような点で優れていたのかを子どもたち一人ひとり
に伝え，適切なタイミングで評価をすることが必要
である（樋口他，2010）。続けてD教師は，「（振
り返りカードを）集めて，（外国語活動は）週一
（回）なので，次の時にまた配りますよね。（子ども
たちに返却する）その時に，（外国語活動が）始ま
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表3.評価の観点及びその趣旨
観
点 コミュニケーションへの
関心・意欲・態度
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き
趣
旨
コミュニケーションに関心をもち，
積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする。
活動で用いている外国語を聞いたり
話したりしながら，外国語の音声や
基本的な表現に慣れ親しんでいる。
外国語を用いた体験的なコミュニケー
ション活動を通して，言葉の面白さ
や豊かさ，多様なものの考え方があ
ることなどに気づいている。
図3.行動面の観点が設定されている振り返りカード例
る前に子どもたちは見るんです。結局，手紙みたい
感じで（振り返りカードを活用している）」と回答
しており，振り返りカードを子どもたちとのコミュ
ニケーションツールの一つとしても使っている実態
も分かった。
さらにC教師は，子どもたちが書いた振り返り
カードをチェックする上で気をつけていることとし
て，「その場で返してあげるんです」と，授業の時
間内に子どもたちが書いた振り返りカードをチェッ
クし，返却している。これは，「他の科目の勉強も
あるわけだから，これを20（枚）ためてしまうと，
次に国語のものも算数のものも（チェックするの）っ
て絶対無理なんですよ」という回答から，小学校教
員は全教科の授業も担当しているため，外国語活動
だけに時間をかけられるわけではない。子どもたち
が振り返りカードを書き，その場ですぐにチェック
することで，教師にとっては時間の節約になる。ま
た，子どもたちにとっても，「タイミングをずらさ
ないことが必要（樋口他，2010）」という指摘がある
ように，授業が終わってすぐに教師から自分の活動
に対するフィードバックを貰えることによって，子
どもたちの学習の意欲も高まり，次への学習の目標
を持つことにつながっていくのではないかと考えら
れる。
3-2-3．他の児童の長所への気づき
この概念の定義は，「振り返りカードに，友だち
の良い所について記述する項目を作ることで，友だ
ちへの意識を高めるような工夫をしていること」で
ある。
A教師は，「友だちについて，こっち（新しく作っ
た振り返りカード）はちょっと言葉や文化について
（と友だちの良い所への気づきを），分けて書いてみ
たんですね，友だちの良さにも気づける素敵な自分
を目指そうということを全面に出したカードを今作っ
てみたところです」というように，友だちの良さの
気づきと言語や文化への気付きについての記述欄を
分けることで，子どもたちが友だちのことや言語や
文化について意識して活動をし，自分の活動を振り
返られるような工夫をしている。子どもたちに意識
させるということに関して，「これは自分のことを
書く，これは友だちのことを書く。こうする（欄を
別にする）と子どもは意識するんですね，友だちの
ことも見ようって」とC教師も語っている。D教
師もまた，「工夫したのは，ここ（感想）を書くこと
と，友だちの良かったところは付けてよかったと思
います。」と語っており，活動全体の感想と，友だ
ちへの気づきを書く欄を分けて作っていることが分
かる。子どもたちに考えさせたい，意識させたいと
思うことを，「感想」という一括りにした欄に書か
せようと思っても難しいだろう。教師が，子どもた
ちに特に書かせたいと考える項目を取り出して，書
く欄を分けて作るという工夫をするだけで，子ども
たちの意識の方向付けができるのだと考えられる。
また，友だちへの気づきを大切にしているというこ
とは，4人の教師に共通しており，B教師は現在の
ところ，友だちへの気づきを書く欄を設けてはいな
いが，「小教研（小学校教育研究会）とかで，こう
いった授業をしてこんなカードを作ってみたって，
友だちの素敵な姿（についての記述）とか見させて
もらって，これは良いなと，明記してあることで意
識付けできるかなとも思ったので。」とB教師は語っ
ている。
3-3．振り返りカードの＜効用＞
このカテゴリーは児童向け①自己評価能力の育成，
②相互評価機能，③自己の成長振り返り，教師向け
④授業改善のための省察，⑤教師の動機付け，とい
う5つの概念からなる。定義は，「振り返りカード
を用いて自己評価を行うことによって得られる効果」
である。
3-3-1．自己評価能力の育成
この概念の定義は，「子どもたちに自分の学習し
たことを文章化させることによって，子どもたちが
1時間の活動についての感想を整理したり，自分が
できるようになったことやまだできないことを認識
したりする自己評価能力を育てること」である。
B教師は，「実際なんとなく漠然と頭にあること
がシートに書くことによって再認識したり，記録に
残したり（B）」と語っており，また同じようにD教
師も，「子どもたちってまだまだ自分の考えている
ことを整理できないので，書くことで整理できるん
ですね。書いたら，僕これ言えるようになったんだ
とか，これがまだ言えない，これがまだ分からない，
って自分の中で子どもたちが出来たことと出来なかっ
たことが分かっていく。」と語っている。振り返り
カードに子どもたちが自分の活動や学習状況につい
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て文字で表そうとすることによって，子どもたちが
1時間の活動の中で頑張ったことや難しかったこと
などを自分で認識したり，整理したりすることがで
きる，つまり，自己評価力を身につけさせるのに役
立つ面があると，B教師とD教師は語っている。
4人の教師が使用している振り返りカードには共
通して，子どもたちが1時間の活動についての感想
を書くことができる記述欄が設定されている（図4）。
感想を書かせる理由の1つとして，子どもたちが1
時間の活動の中で何を考えていたのか，子どもたち
自身が自己の取り組みや態度を見つめ，自分の言葉
で表す時間を作ることで，子どもたちが自分で自分
の学習を振り返る「自己評価能力」を高めるための
手立てになる。このように，自分自身の行動を客観
的に見つめることができるメタ認知能力を高めるこ
とによって，「学習者一人ひとりが自分の学習に責
任を持つことができるようになる（長沼，2011）」，
つまり，自律的学習者の育成につながる，という教
師の考えがあるからではないだろうか。
3-3-2．相互評価機能
この概念の定義は，「子どもたちが活動を通して
気付いた友だちの良い所を振り返りカードに書いた
り，紹介したりすることによる相互評価としての機
能」である。
A教師は「友だちの良さに気づくことで，授業
の終わりに，◯◯さんがこんなふうに英語を話して
て，動作をつけて，笑顔でとか，そういうのでもい
いですし，発音が上手だったとか，そういうことに
気づいて認め合えたら，外国語活動がねらっている
温かい人間関係みたいなものにつながったり，話そ
うとする意欲，そういうのが大事ですよね，下手で
もなんでも伝えようとするそういう気持ちを子ども
たちが持ってくれないかなと思って，こういう欄
（気付きに関する記述欄）を別に設けたんです」と，
振り返りカードの下方に「★言葉や文化について気
づきました！」と「★友達について気付きました！」
と2つに分けることで，子どもたちが友だちの良い
ところに気づけるような工夫をしている（図4）。
またB教師は，「（授業の）テーマに関する振り返り
と同時に，短くてもいいから友だちのよかった姿と
かも入れていけば（人間関係が）温かいものになる
のかなと。（人間関係という一番大事な部分を外国
語を通して本当は入れていきたいという，）これか
ら目指していくことかなと，理想像ですね。特に外
国語活動は学級面の状態がすごく反映されると思う
ので，子どもたちのつながりや関係が良ければ，よ
り外国語活動でのパフォーマンスも上がると思うの
で。」と語っている。B教師は，A教師のように友
だちへの気付きに関する記述欄を振り返りカードに
設けてはいないが，友だちの良かったところを評価
しあい，良好な人間関係を気付くために振り返りカー
ドを活用したいと考えているようだ。
C教師は，「普段〇〇さんって，他の勉強だった
りとか（では）その人のいいところを見つけられな
い人でも，外国語だけじゃないですけど，その科目
がすごく好きで頑張るお子さんっておられるじゃな
いですか，そういうお子さんへの認める言葉とか。」
と語っている。英語でコミュニケーションすること
によって見えてくる友だちの長所があるのだろう。
さらに，「言葉で感想を必ず書かせて，最初はして
なかったんですけど，お互いのいいところも見つけ
れるように。あの人こんなこと言われてる，自分も
頑張ろうって相乗効果になっていく。こんなことを
言ったらいいんだ，とかっていうことが分かってく
るので。先生が褒めるのとまた違って，友だちがい
いっていうのは嬉しいらしくて，それをいつもさせ
てました。」とD教師は語っている。子どもたちは，
友だちに褒められること，つまり受容されることで
やる気や自信を持ったり，友だちが褒められている
姿を見ることで，どんなところを評価すべきなのか
を学んだり，自分も頑張ろうと思えるようだ。友だ
ちとの相互評価について，金森（2010）は，「活動
に関する相互評価によって生まれる友達同士のふれ
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図4.振り返りカード例
あいや共同学習は，学びの志向性を高めるためにも
利用できる」と主張している。また，樋口他（2010）
では，「児童と教師，児童同士のよい人間関係や，
他人から認められたいという気持ちを大切に，相互
評価，自己評価を用いて自己肯定感を高める評価を
実践したい」とも書かれており，子どもたちの自尊
心や自己肯定感を高めるために，自己評価だけでは
なく，相互評価の手段としても振り返りカードを活
用することが大切であると考えられる。
4人の教師のインタビューから，外国語活動を通
して今まで友だちの知らなかった部分に気づいたり，
お互いによかったところを褒めあったりしながら，
温かな人間関係を作りたいという学級経営的側面も，
小学校の教師は外国語活動のねらいとして持ってい
るということが考えられる。
3-3-3．自己の成長振り返り
この概念の定義は，「子どもたちが記入した振り
返りカードを見返して学習の成果を振り返り，その
後の子どもたちの学習に活用すること」である。
この概念に関しては，振り返りカードをその後の
学習にうまく活用できていないという教師のほうが
多いということが分かった。A教師は，「綴ってい
く，こうやっていろんな学習カードも一緒に綴って
いるけど，別にこれをあえて活用みたいなことはし
てないですね。」というように，振り返りカードや
活動で使ったワークシートなどをファイルに綴って
おくことはしていても，後から見返すということは
していないと語っている。B教師もまた，「こまめ
にやるっていうのはなかなか時間がないけど，学期
の終わりにはこれまでの学習を振り返ってみようか
と，見させることは有効かなと思いますね。」と，
振り返りカードを学期の終わりなどに見返して自分
の学習を振り返る機会を作ることが有効だと考えて
いるが，現在は実践できていないようである。また
D教師のように，「正直，なかなか時間はないです
けど，『これでこのレッスン終わりだよ，もう一回
見てみられ』や，『何できるようになった？』とい
う声はかけています。」と，教室全体で見直す時間
は作っていないが，振り返りカードをもう一度見直
し，自分の学習の成果を確認するように子どもたち
への声かけを行っている教師もいる。
一方，C教師は，「（学習の）積み重ねにもなる。
振り返ることもできるし，あのときこういうことを
勉強したよね，思い出してみようって。ないじゃな
いですか，ノートとか。例えば，特に6年生だっ
たりすると，外国のことを勉強するのは何回も出て
きたりしますよね。ALTさんとの時間だったり，
こういうことをまた使うときに（子どもたちが）自
分で取り出してやってました。」というように，授
業に関連する既習内容を思い出すための材料として，
子どもたちに振り返りカードをうまく活用させてい
る。また，C教師の担当するクラスの子どもたちは，
教師の声掛けがなくても，子どもたちが自ら振り返
りカードや活動で使ったワークシートを見返すとい
う習慣がすでにできており，「自律的学習者」の基
礎ができてきているのではないかと考える。
3-3-4．授業改善のための省察
この概念の定義は，「振り返りカードに書かれた
子どもたちの自己評価をもとに，教師自身が1時間
の授業を振り返り，そこでの反省を次への授業改善
に活用すること」である。
A教師からは，「次の活動にどう生かしていくの
かとか，どんな活動を仕組むのかを考える」という
ように，子どもたちの振り返りコメントを基にして
次への活動を考えていることが分かった。同じよう
にB教師も，「次への軌道修正を知る，軌道修正を
する」というように，子どもたちのコメントを踏ま
えて，次の時間でどのように授業を修正していけば
良いのかを知る手段としている。D教師からは，
「例えば，子どもが分からなかったとか，こんなこ
としてみたいっていうふうに気持ちを書いていると，
次こんなことを次のステップとしてやってあげたら
子どもたちは伸びていくんだなって思う。（子ども
たちは）正直なので，ゲームが楽しかったとかって
書くと，自分にとっては，この1時間というのは
楽しかったかもしれないけれども，外国語活動とし
ては△だったのかな（自分の授業のねらいをあまり
達成できなかったのではないか）と自分は思うんで
す。ゲームが楽しかった，勝ててよかったみたいの
は，自分がもう一つ手立てがあれば違ってたのかなっ
て，自分の反省にいつもなります。何を学んだのか
なって。だから，次は勝負にしないでインタビュー
にしてみたりとか，形を変える。勝ち負けじゃない
ゲームにするとか，工夫してみます。」という回答
が得られた。D教師の回答から，子どもたちの「楽
しかった」という記述を，教師は必ずしも肯定的に
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は捉えておらず，反対に，授業がねらいから外れて
しまっていたのではないか，次回の活動をねらいが
達成できるようにもっと工夫しなければいけない，
という授業全体の流れや活動を省察し，次回への解
決法を探り始めている様子がうかがえる。
3-3-5．教師の動機付け
この概念の定義は，「振り返りカードの中の子ど
もたちの記述によって，教師の動機付けに寄与する
こと」である。
「あんまり友だちと関われない子どもがいるんで
すよね，クラスには。そんな子が，自分のクラスだ
けじゃなくて他のクラスも出てて，ちょっと関わっ
てないなっていう子が女の子とかと会話してて『おっ！』
と思って，やってるぞと思って嬉しかった時に，そ
の子が振り返りカードに友だちと英語で話すことが
できたっていうことを書いてたら，嬉しいなって思
いますね。」というA教師の回答や，「内気な子が，
2人にしか聞けなかったけど，今日は5人に聞けた
とか，そういうことを書いてあると嬉しいですよね。」
というD教師の回答から，普段友だちとあまり積
極的に関わることができない子どもが，外国語活動
を通して関わりを持てるようになったというコミュ
ニケーションの面での成長についての子どもたちの
コメントが教師のモチベーション高揚につながって
いる。同じようにB教師も，「楽しかったので次回
も頑張りたいです，こういうカードをやって友だち
とこういうことを言い合えて嬉しかったですとか，
コミュニケーションを楽しんでもらえたとか，子ど
もによってつながりがあったとか，気づきが友だち
のこういう面が知れて（というコメントが嬉しい）」
というふうに，子どもたち同士のつながりに関する
記述を見ると励みになると語っている。
一方C教師は，「海外のことを勉強した時に，将
来外国に行って友だちを作りたいと思ったとか，日
本って平和なんだなって，毎日学校来て勉強できるっ
ていうのって当たり前に思っていたけどそうじゃな
いな，というところまで，外国語を通じて，外国語
だけじゃないところまで学んでくれているようなと
ころを見た時とか。」と語っており，教師が学んで
ほしいと思っていたこと以上のことを，外国語活動
を通じで子どもたちが考えたり，学んだりしていた
記述に喜びを感じていることが分かる。また，D教
師の「（英語を）好きになってほしいなっていうの
が自分の中にはあるので，できるようによりも好き
になってほしい。だからそれが一番励みになります。」
という回答から，教師は外国語活動で「英語を使う
ことができる」という技能的な部分よりも，英語を
通して世界のことに目を向けたり，友だちの良い所
を認め合ったりする，子どもたちの内面的な部分を
育てていくことを大切にしており，外国語活動を通
して，英語を好きになってほしいという願いを持っ
ていることが分かる。以上のことから，子どもたち
の記述が教師の動機付けに影響していると考えられ
る。
4．結論
本研究では，小学校外国語活動の評価方法につい
て，振り返りカードの在り方を探るため，4人の小
学校教師へのインタビューと実際に児童が振り返り
カードに書いた内容を，研究データとして分析を行っ
た。この章では，2-1で示した3つの研究課題に沿っ
て結論を述べる。
4人の教師へのインタビューから，振り返りカー
ドを使用について，共通した理念として3つのカ
テゴリーを生成することができた。子どもたちの目
標到達状況を把握するため，単元の目標を教師と子
どもの両方が理解するため，通知表の所見を書く際
の参考にするため，という3つの役割に沿って，
振り返りカードを使用している実態が分かった。ま
た振り返りカード作成の際に，観点に指導方針を落
とし込むこと，子どもたちの自己評価に対する教師
のフィードバック，他の児童の長所を意識させるこ
と，という工夫がなされており，よりよい振り返り
ができるようなカードの作成に向け，改善を重ねて
いる教師の取り組みが明らかになった。
しかし，子どもたちの自己評価能力育成について
は，今後も指導していく必要があると教師が感じて
いることも分かった。4人の教師の振り返りカード
には，1時間の感想を書くための記述欄が共通して
設けられていたのだが，子どもたちの記述の質や表
現力には個人差があることが分かった。「楽しかっ
た」という感想を書く子どもたちも多く，何をどの
ように学んだのか，自分の活動を客観的に見つめる
「自己評価能力」を高めていくために，振り返りの
仕方や，カードの書き方に関する指導も，活動の中
で継続的に行っていく必要を感じているようである。
子どもたちにとって，振り返りカードを用いて自己
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評価を行うことは，自己評価能力の育成につながる
だけでなく，友だちの良い所に気づいたり，発表し
たりする活動は相互評価としての機能を持つ。更に，
記入した振り返りカードを見返して学習の成果を振
り返る活動も，自己評価能力を高めるために有効で
ある。振り返りカードを用いることにより，以上の
ような効果があり，自律的学習者への成長を促進す
るための1つのツールとなると考えられる。
それだけではなく，教師にとっても，振り返りカー
ドに書かれた子どもたちの記述をもとに，自分の授
業を省察し，目標が達成できるような活動を工夫す
ることで，授業改善につながることが明らかとなっ
た。さらに，子どもたちの「友だちと関わることが
出来た」「英語が好きになった」という前向きなコ
メントが，教師の今後の外国語活動への取り組みへ
の意欲やモチベーション向上につながることも明ら
かとなった。
4人の教師へのインタビューを通して，どのよう
な役割を期待して振り返りカードを使用しているの
かを示す「振り返りカードの＜役割＞」，振り返り
カードを作成する際の工夫を示す「振り返りカード
＜作成上の工夫＞」，振り返りカードはどのような
効果をもたらすのかを示す「振り返りカードの＜効
用＞」，という3つのカテゴリーに分類し，振り返
りカード使用の構造を表すモデルを生成することが
できた。今後は，子どもたちが自分の活動を正しく
振り返ることができる「自己評価能力」を育成する
ために，どのような指導や手立てが効果的なのかに
ついてさらなる研究が必要である。
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